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Fire and Disaster Management Agency

消防庁の役割 消防庁組織図
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秘書、人事、会計、広報、政策評価、
表彰、企画・総合調整 等

消防力の整備指針、
消防本部の広域再編 等

救急救命士等救急業務に
係る企画立案 等

消防用設備等の基準、
住宅防火対策の推進 等

危険物保安制度の企画立案 等

石油コンビナート、原子力災害、
林野火災対策 等

地方公共団体における
防災体制の構築 等

国民保護計画策定の推進、
地方公共団体への指導・助言 等

警報・避難態勢の整備、
テロ対策の推進 等

消防団・自主防災組織等に
関する企画立案 等

消防の応援に関する企画立案・
連絡調整、緊急消防援助隊の
企画・運用 等

消防防災情報の収集伝達、
消防防災通信制度の企画立案 等

応急体制に関する企画立案 等

人命救助制度の企画立案、
消防に関する国際協力 等

消防職団員幹部等に対する
教育訓練 等

消防の科学技術に関する研究開発、
火災等の原因調査の実施 等
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消防行政の礎として!平常時 災害対応の司令塔として!緊急時

消防は、その施設及び人員を活用して、国民の生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災又は地震等の

災害を防除し、及びこれらの災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行うことを任務とする。

・地震災害 ・津波災害 ・風水害 ・火山災害 ・火災・危険物事故 ・原子力災害 ・航空事故 
・海上事故・鉄道事故 ・道路事故

・着上陸侵攻 ・ミサイル攻撃
・ゲリラ・特殊部隊による攻撃 ・航空攻撃

・ハイジャック ・大量殺傷型テロ ・重要施設テロ

消防の任務

災害の種類

（消防組織法第1条）

社会経済情勢等の変化とこれに伴う

地域社会の変化の中で、「安心・安全

な地域づくり」を戦略的かつ実践的

に推進していくため、全国の消防本

部や地方公共団体と連携して、必要

な法令・ガイドラインの整備、車両・

資機材の配備を行います。

地域の消防力では対処できない大

規模地震や台風などの自然災害、

大規模事故、テロや有事などの緊

急事態に際し、被害の全貌を迅速

に把握するとともに、全国的な見地

から緊急消防援助隊の派遣などを

行い、被害の抑制に当たります。
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大規模災害・事故

武力攻撃事態

重大事件




